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	　　　　　　　　　　　　米国：リステリア食中毒で死亡者多数
我が国においてはリステリアによる食中毒の見られませんが、８月から米国においてメロンによるリステリア食中毒が発生し、１５人の死亡が確認されています。そこで、９月３０日の米国疾病対策センター発表の要約をお知らせします。
文献名　(US-CDC)September 30, 2011 / Vol. 60 / Early Release
Multistate Outbreak of Listeriosis Associated with Jensen Farms Cantaloupe --- United States, August--September 2011

http://www.cdc.gov/mmwr/preview/mmwrhtml/mm60e0930a1.htm?s_cid=mm60e0930a1_w

（要約）8月から米国内で発生したリステリア症の原因食品はコロラド州のＪ農場で生産されたメロンと考えられる。コロラド州は8月28日から調査（ＣＤＣへの報告は9月2日）を初め、9月6日までに調査ができた7人全員がＪ農場で生産されたメロンを食べていた。患者はコロラド州を中心に19州で発生し、患者数84人、うち15人の死亡が確認されている。患者の88％は60歳以上、女性が55％で2人が妊娠していた。摂食調査で62人中57人がメロンを食べていた。Ｊ農場は9月14日に自主回収を始めた。日別患者発生数は次表のとおり。
表　リステリア症による日別患者発生数（n = 83）－アメリカ合衆国2011年7月～9月
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　　州別患者数は、コロラド州17人、テキサス州14人、ニューメキシコ州13人、オクラホマ州11人、ネブラスカ州6人、カンザス州5人、ミズーリ州3人、インデアナ州2人、ウイスコンシン州2人、ワイオミング州2人、アラバマ州1人、アーカンソー州1人、カリフォルニア州1人、イリノイ州1人、メリーランド州1人、モンタナ州1人、ノスダコダ州1人、バージニア州1人、ウエストバージニア1人
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

欧米において、時々リステリア食中毒の報告我がありますが、我が国において正式な食中毒事例はありません。患者のリステリア検査数が少ないのと、潜伏期間が長いので摂食調査をしていないためかもしれません。もしかしたら、我が国のリステリアは毒性が弱いのかもしれません。しかし、畜産農家の調査では時々リステリアが顕出されたとの報告があります。なお、2001年3月北海道根室市の乳製品製造業で製造されたナチュラルチーズの摂食者がリステリア症状を呈しています。（笈川）
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